








要約:神奈川県における乳幼児の突然死、特に乳幼児突然死症候群の実態を明らかにするた

めに、SIDS 実態調査プロジェクト委員会を組織し、平成 2 年 1 月から 12 月末までの 1年

間のアンケート調査を実施した。アンケート調査の回収率は 57.7%であり、2次アンケート

の結果突然死症例 39 名、ALTE 症例 10 名の回答を得た。 

このうち広義の SIDSは 27 名(狭義の SIDS17 名)であり、出生 1000 人に対する本症の発症

頻度は O.34(狭義の SIDS O.21)であった。本症は男児にやや多く見られ、発症年齢は 5ヶ

月にピークがあり 5 ヶ月以内に 77.8%が発症していた。発症時期には一定の傾向はなかっ

た。発症場所は自宅が 77.8%と圧倒的に多かった。発症時刻は朝方に 37.0%とやや多いが一

定の傾向はなかった。発症状況は睡眠中が 74.1%と圧倒的に多く、睡眠場所は布団が多く、

体位はうつ伏せ、仰向けともほぼ同数であり、一人寝が圧倒的に多かった。今後も詳細な

疫学調査を継続することにより疫学的危険因子の解明が必要と考えられた。 


